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第１章 市民ワークショップの概要 
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１．目的 

 現在、結城市では、行政運営・まちづくりの基本方針となる現行の「第６次結城市総合

計画（前期基本計画）」が令和７年度をもって計画期間満了を迎えることから、後継の計画

となる「第６次結城市総合計画後期基本計画」の策定作業を行っています。その過程にお

いて、市民の声を広く聴取し、施策の立案や主要事業検討の際に参考とすることを目的と

して、本ワークショップを実施しました。 

 また、様々な形で地域に関わる方の参加によるワークショップ形式とすることで、参加

者同士の新たなつながりが生まれるきっかけとなることや、自由な意見交換を通して斬新

な発想や企画を創出するとともに、参加者がまちづくりを自分事として捉えるきっかけづ

くりの場となることを期待して取り組みました。 

 

■第６次結城市総合計画後期基本計画策定体制 

 

 

  

「第６次結城市総合計画後期基本計画策定方針」より抜粋 
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２．実施方法 

 本ワークショップでは、「結城を未来につなぐ」次世代を担う立場の方々からの考え方や

意見を集めるため、市民または本市へ通勤・通学する１８歳以上５０歳未満の方を対象と

し、公募を含む１８人のメンバーにより実施しました。 

 

３．開催状況 

第１回 

・日時 令和６年１２月１９日（木） 午後６時３０分から午後８時３０分まで 

・会場 結城市役所４階 大会議室２、３ 

第２回 

・日時 令和７年１ 月 ２ ６ 日（日） 午後１時３０分から午後４時００分まで 

・会場 結城市役所４階 大会議室２、３ 

第３回 

・日時 令和７年３ 月 ５ 日（水） 午後６時３０分から午後８時３０分まで 

・会場 結城市役所４階 大会議室２、３ 

 

議題等 

回 日時 内容 

第１回 令和６年１２月１９日（木） 

午後６時３０分～午後８時３０分 

総合計画について 

市民ワークショップの目的・進め方について 

講義「結城市を取り巻く現状について」 

（講師：白鷗大学経営学部 小笠原 伸 教授） 

オンラインプラットフォーム「Liqlid」について 

【グループワーク】 

〇自己紹介・アイスブレイク 

〇結城市の「いいトコロ」「もうちょっとなトコロ」 

第２回 令和７年１月２６日（日） 

午後１時３０分～午後４時００分 

第１回の振り返り 

結城市の人口に関する分析 

Well-Being（地域幸福度）について 

【グループワーク】 

〇結城市の“改善すべき課題”って何だろう？ 

〇課題解決のための“提案”を考えてみよう！ 

〇検討結果の発表 

第３回 令和７年３月５日（木） 

午後６時３０分～午後８時３０分 

第２回の振り返り 

【グループワーク】 

〇課題解決に向けた“提案”をまとめよう 

〇提案内容の発表 
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４．市民ワークショップメンバー名簿 

  氏名 グループ 

1 川面 真夢 Ａ 

2 萩原 亜弥伽 Ａ 

3 羽生 奈津恵 Ａ 

4 松田 美幸 Ａ 

5 安藤 滉二 Ａ 

6 石川 雄一郎 Ａ 

7 大橋 世羅 Ｂ 

8 梅山 楓 Ｂ 

9 越川 紗朋里 Ｂ 

10 小貫 綾香 Ｂ 

11 柳田 杏奈 Ｂ 

12 伊関 琉唯 Ｂ 

13 青木 朝香 Ｃ 

14 赤荻 雅人 Ｃ 

15 嶋田 桃香 Ｃ 

16 北島 宏章 Ｃ 

17 池羽 修一 Ｃ 

18 幸田 恵利 Ｃ 

■運営支援  

  氏名 所属等 

1 小笠原 伸 白鷗大学経営学部教授 

2 菊池 紫織 白鷗大学小笠原ゼミナール 

3 貞廣 成美 白鷗大学小笠原ゼミナール 

4 大根田 華恋 白鷗大学小笠原ゼミナール 

5 後藤 真理 白鷗大学小笠原ゼミナール 

6 長尾 若夏 白鷗大学小笠原ゼミナール 

7 高石 航輝 白鷗大学小笠原ゼミナール 

■事務局  

  氏名 所属等 

1 西條 豊二 企画財務部 

2 窪田 千伸 企画政策課 

3 湯山 友和 企画政策課 

4 古俣 潤 企画政策課 

5 広瀬 愛 企画政策課 

6 小貫 貴弘 企画政策課 
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第２章 まちづくりの課題解決に向けた企画書 
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令和６年７月２５日 

 

第６次結城市総合計画 後期基本計画 策定方針 

 

１ 計画策定の趣旨 

 

本市では、2025（令和７）年度を目標年次とする「第６次結城市総合計画（前期基本計画）」を

2021（令和３）年３月に策定し、将来都市像を「みんなの想いを 未来へつなぐ 活力あふれ文化が

薫るまち 結城」として、その実現のため各種施策を実施してきました。 

近年においては、本格的な人口減少社会の到来による人口構造の変化、デジタル化をはじめとし

た技術革新の進展、新型コロナウイルス感染症対策を契機としたニューノーマル（新しい生活様式）

への対応など、本市を取り巻く環境の急速な変化とともに、直面する課題は複雑多岐にわたってい

ます。また、国際化の進展等によるダイバーシティ社会への理解促進や、多発する大規模自然災害

に対する安全・安心への意識の高まりなど、市民の価値観やニーズも多様化してきています。 

こうした状況に柔軟に対応しつつ、本市の将来にわたる持続可能性の確保と地域幸福度（Well
ウ ェ ル

-

being
ビーイング

）の向上を図るためには、行政と市民との協働や産官学連携に積極的に取組み、既存の知識や

経験にとらわれない新たな行政運営が必要となります。また、生涯にわたる健康づくりや未来を担

う子どもたちの無限の可能性を引き出す教育に積極的に取り組むことが必要となります。 

この度、前期基本計画の計画期間が令和７年度をもって終了することに伴い、こうした時代の潮

流に即しながら、本市を取り巻く課題への対応と総合的でバランスのとれたまちづくりの実現を図

るため、2026（令和８）年度から 2030（令和 12）年度の５年間を計画期間とする「第６次結城市総

合計画（後期基本計画）」を策定します。 

なお、本計画の策定にあたっては、前期計画に引き続き、本市の人口減少対策に資する事業を重

点プロジェクトに位置付け、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と一体化した計画となるよう整合

性を図っていきます。 

 

２ 計画の構成及び期間 

 

 総合計画は、将来にわたるまちづくりの目標を明らかにし、市が策定するすべての計画の基本

となる、行政運営の基本方針を示した市の最上位計画であり、基本構想、基本計画及び実施計画

の３つで構成されます。 

（１）基本構想 

基本構想は、結城市の将来都市像を明らかにし、その実現のための施策の大綱を定めるもので、

市政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるものです。 

基本構想の期間は、2021（令和３）年度～2030（令和 12）年度の 10年間です。 
 

（２）基本計画 

基本計画は、基本構想を実現するための施策体系を示すとともに、各施策の方向性、達成目標、

資料１
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主要事業などを明らかにするものです。 

基本計画の期間は、前期基本計画が 2021（令和３）年度～2025（令和７）年度の５年間、後期基

本計画が 2026（令和８）年度～2030（令和 12）年度の５年間です。 
 

（３）実施計画 

基本計画に位置づけられた施策・事業を推進するため、財政的な裏付けを持たせた具体的な計画

で、毎年度の事務執行の指針となるものです。 

実施計画の期間は３年間とし、ローリング方式により毎年必要な調整を行います。  

   

３ 後期基本計画策定の考え方 

 
 基本構想に掲げる将来都市像「みんなの想いを 未来へつなぐ 活力あふれ文化が薫るまち結城」

の実現を目指し、バックキャスティング思考による施策立案を進めます。 

（１）社会的潮流・動向の反映 

 後期基本計画の策定過程においては、国が掲げる「デジタル田園都市国家構想」に基づく DX（デ

ジタル・トランスフォーメーション）の推進や、カーボンニュートラルやグリーンインフラをはじ

めとする環境への配慮、ダイバーシティやインクルージョンといった多文化共生や多様性への理解

促進、大規模災害に対する防災意識といった、社会的潮流や動向を反映し取組むこととします。 

 具体的には、地域 DXへの対応も視野に入れたリスキリングの取り組みや、魅力的な教育の展開、

健康寿命の延伸を図る施策などを取り入れ、人口の減少を緩やかにし、市民のニーズに応えながら、

「住みたい、住み続けたい」選ばれる自治体を目指します。 

 

（２）多角的な視点から市民の声を反映した計画 

 計画の策定過程では市民を対象としたアンケートのほか、市民ワークショップや審議会等を開催

し、市民の意見を広く取り入れた計画とします。 

特に、次代の中心を担う 20 代から 40 代の方をはじめ幅広い世代から、課題や目的を可視化し、

他者の意見を見ながら自身の意見を寄せることができる「オンラインプラットフォーム」を活用し

て、時間や場所にとらわれない現代の生活スタイルに合わせた意見聴取を進めます。 

 

（３）今後を見据えた実行可能な計画 

 現行の前期基本計画の評価・分析を十分に行い、より効果的かつ実行可能な計画策定を目指すこ

ととします。総括的な目標を定め、地域の抱える課題についても的確にとらえた施策体系を設定し、

課題解決に取り組みます。施策体系を整理するうえでは、事業評価を踏まえた前期基本計画の分析

と課題整理を行い、５年後に留まらず、10 年後、20 年後に目指す姿を見据えながら、十分に検討

し進めていくこととします。 

 なお、前期基本計画と同様に、計画策定の際には「結城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」及

び「結城市行政改革大綱」と整合し一つの計画とすることで、各事業について横断的な視点からの

推進を図り、相互に連携の取れた計画とします。 
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（４）市民が手に取りやすく分かりやすい計画 

 計画書の作成においては、幅広い年代の方が手に取りやすく、親しみのあるデザイン・レイアウ

トとするとともに、分かりやすい内容とすることで、一人ひとりがまちづくりに関わる当事者意識

を醸成できるよう図ります。 

また、ダイジェスト版の作成については、次代を担う小・中学生等における学習にも活用できる

よう記載内容についても配慮することとします。 

 

４ 策定体制について 

  

計画策定に向けた庁内体制として策定委員会（委員会及びワーキングチーム）を設置し、庁

内各課で前期計画の検証及び目指す姿等の意見集約を行い、全庁体制で計画づくりを進めます。 

また、策定にあたっては、市民ワークショップやオンラインプラットフォームでの意見募集

による「市民参加」の計画づくりを行うと共に、市議会及び総合計画審議会へ逐次報告を行い、

連携を図りながら策定を進めるほか、本市との包括連携協定に基づき白鷗大学から総合的な助

言・指導を仰ぎます。 
 
■ 策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 庁     内 

市     長 

策 定 委 員 会 

 

 

 

 

 

 

 

市  議  会 

総合計画審議会 

アンケート調査 
パブリックコメント 
広報等情報提供 

市     民 

委 員 会 

ワーキングチーム 

・総務部   ・企画財務部 

・市民生活部 ・保健福祉部 

・経済環境部 ・都市建設部 

・教育委員会 ・部外局 

庁     議 

市民ワークショップ 

オンラインプラットフォーム
の活用 

 

各 

担 

当 

課 

＊４ 

＊５ 

事 務 局（企画政策課） 

＊１ 

＊３ 

白 鷗 大 学 

まちひとしごと創生推進会議 

＊２ 

若
手
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
） 

＊６ 
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【注釈】 

※１ 総合計画審議会：市議会議員、知識経験者、市民代表者で構成され、総合計画の策定その他その実施に関し必要

な調査及び審議をする。 

※２ ま ち ひ と し ご と 創 生 推 進 会 議：総合計画の主要事業から地方創生及び人口減少対策に資するものを重点事業に位置付け、結城 

           市まち・ひと・しごと創生総合戦略として取りまとめる。 

※３ 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ：幅広い世代の市民の意向を計画へ反映するため、市民参加によるワークショップを開催し総合

計画全般について市民目線の意見を収集する。 

※４ 策 定 委 員 会：素案・原案の審議、総合調整等を行う。（部長会議） 

※５ ワーキングチーム：職員による適正かつ円滑な計画策定に向けて、骨子・素案の立案、検討及び各課担当課との連

絡調整など、実質的作業を行う。（課長補佐・主務係長等） 

※6 若手職員プロジェクト：市制施行 70 周年記念事業の一環として、30 代の職員を中心としたワークショップを行い、30

年後に 100 周年を迎える本市において想定される課題を整理するとともに、解決方法や目指す

べき姿について検討を行う。（主任・主幹等） 

 

５ 計画の策定過程について 

 

（１）計画策定にあたっての基礎調査 

 ①本市の概況整理（社会経済情勢・関連計画・都市間比較の整理） 

 人口・産業動向や生活環境の変化を調査し、増減及び充実度などを把握します。 

 

 ②現行計画の進捗状況の整理（施策評価） 

 事務事業評価及び施策評価を用いて、現行計画（前期基本計画）の進捗状況を整理します。 

 

 ③市民意向調査（設計及び配布、回収、集計、分析） 

 市民アンケートを実施し、まちづくりに関する認識・評価及び今後の施策への要望等を把握し

計画へ反映します。 

 

 ④本市を取り巻く政策課題の整理 

 これまでに寄せられた地域からの要望や各種調査結果を取りまとめ、整理します。 

 

（２）市民参加による計画策定 

 ①ワークショップの実施 

 設定したテーマについて市民参加によるワークショップを実施し、本市が目指すべき姿を検討

します。 

 

 ②オンラインプラットフォームを活用した意見募集 

 市民のみならず、本市に関心のある 20代～40代をメインターゲットとした、多様な世代が参画

しやすいオンラインプラットフォームを導入し、意見募集と策定状況の可視化を図ります。 
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（３）計画策定における庁内推進体制 

 庁内の各部局単位を基本として、課長補佐・主務係長級職員により構成されるワーキングチー

ムを組織し、庁内各課で前期計画の検証及び施策体系等の検討を行います。 

 また、部長級幹部職員を中心に組織される委員会においては、ワーキングチームによる策定作

業結果を再度検証しつつ計画の検討を進め、全庁体制で計画づくりを進めます。 

 

（４）策定審議会の組織・開催と答申 

 各分野の代表等により組織される諮問機関である策定審議会を組織し、策定業務の進捗に併

せ、意見を聴取します。 

 

（５）後期基本計画の立案・とりまとめ 

 ①調査票作成・ヒアリングの実施 

調査票・ヒアリングシートを作成し、調査結果をとりまとめます。 

 

②体系別基本計画の作成 

基本施策ごとの現状と課題を把握したうえで基本的方針及び施策体系・施策の総括的目標

（KPI）を取りまとめます。この目標値については、2015年に国連で採択された持続可能な開発目

標（SDGs）の理念や目標と、デジタル庁による地域幸福度（Well
ウ ェ ル

-being
ビーイング

）指標を考慮しながら設

定します。 

 

③体系別基本計画における個別施策・目標値の検討 

個別施策検討依頼シートを作成し、個別施策・主要事業などをとりまとめます。 

 

（６）まち・ひと・しごと創生総合戦略の改定 

 国のデジタル田園都市国家構想総合戦略に合わせ、後期基本計画との整合性を図りながら、今

後５年間の人口減少対策の目標や施策を定めた計画として、「第２期結城市まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を改定し、新たに「結城市デジタル田園都市構想総合戦略（仮称）」を策定します。 

 

（７）計画書素案に対する市民意見の聴収及び計画書作成 

 ①パブリックコメントの対応 

 計画書素案を作成のうえ、市民からの意見聴収を目的としてパブリックコメントを実施しま

す。実施の際は広く意見を求められるよう、オンラインをはじめとする多様な手法について配慮

することとします。 

 

②計画書・概要版の作成 

 パブリックコメントの結果や審議会の答申を踏まえ、計画書及び概要版を作成します。 
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   第６次結城市総合計画後期基本計画策定市民ワークショップ設置要項 

 

 （設置） 

第１条 第６次結城市総合計画後期基本計画（以下「後期基本計画」という。）の策定に

当たり、「結城を未来につなぐ」次世代を担う市民の声を広く聴取するため、第６次結

城市総合計画後期基本計画策定市民ワークショップ（以下「市民ＷＳ」という。）を設

置する。 

 （協議事項） 

第２条 市民ＷＳは、前条の目的を達成するため、後期基本計画の策定に関し必要な事項

について協議する。 

 （組織） 

第３条 市民ＷＳは、委員２０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、公募に応じた者又は市政に関係する団体等から推薦を受けた者のうち、市内

に居住し、通学し、又は勤務する１８歳以上５０歳未満の者であって、市政に深い関心

と熱意を有するものの中から市長が委嘱する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱された日から後期基本計画が策定されたときまでとする。 

２ 委員は、委嘱されたときの要件を欠いたときは、その職を失うものとする。 

 （座長及び副座長） 

第５条 市民ＷＳに、座長１人及び副座長若干名を置く。 

２ 座長及び副座長は、それぞれ委員の互選により選出する。 

３ 座長は、市民ＷＳを代表し、会務を総理する。 

４ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるとき又は座長が欠けたときは、あらかじめ

座長が指定した順に従い、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 市民ＷＳは、座長が必要に応じ招集し、その議長となる。 

２ 市民ＷＳは、特に必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を聴く

ことができる。 

 （提言） 

第７条 座長は、市民ＷＳで検討したことについて、第６次結城市総合計画後期基本計画

策定委員会に随時提言することができる。 

 （庶務） 

第８条 市民ＷＳに関する庶務は、企画財務部企画政策課において処理する。 

 （補則） 

第９条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   付 則 

 この要項は、令和６年１０月１１日から施行する。 

 

 

資料２
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４．市民ワークショップ 開催状況報告 

 

■第１回 

 

開催日時 

 令和６年１２月１９日（木） 午後６時３０分～午後８時３０分 

 

会場 

 結城市役所４階 大会議室２、３ 

 

議題 

・副市長あいさつ 

・講師及び事務局紹介 

・総合計画について 

・市民ワークショップの進め方について 

【講義】 

テーマ：結城市を取り巻く現状について 

講 師：白鷗大学経営学部 小笠原 伸 教授 

【グループワーク】 

グループ内自己紹介（Liqlid上へ投稿） 

資料３
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テーマ：結城市の「いいトコロ」「もうちょっとなトコロ」 

 

当日の記録 

 第１回のワークショップ開催にあたっては、事務局から「総合計画の概要」及び「市民

ワークショップの趣旨や進め方」について説明を行った後、開催にあたりご支援をいただ

いている「白鷗大学経営学部 小笠原教授」による「結城市を取り巻く現状について」の講

義を受講しました。 

その後、Ａ・Ｂ・Ｃのグループに分かれ、アイスブレイクを兼ねた自己紹介を実施した後、

「結城市の“いいトコロ”“もうちょっとなトコロ”」というテーマでグループワークを行

い、Liqlid上へ各自の意見を書き込みました。 
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■第２回 

 

開催日時 

 令和７年１月２６日（日） 午後１時３０分～午後４時００分 

 

会場 

 結城市役所４階 大会議室２、３ 

 

議題 

【グループワーク】 

テーマ１：結城市の“改善すべき課題”って何だろう？ 

テーマ２：課題解決のための“提案”を考えてみよう！ 

 

当日の記録 

 冒頭に前回の振り返りとして、Liqlid上へ投稿されたアイデアについての内容や傾向に

ついての概要説明と、AI分析した結果について共有を行いました。 

 また、これからの結城市を考えるうえで併せて知っておいていただきた「結城市の人口

に関する分析結果」と「Well-Being」についての説明を事務局から行いました。 

 その後、２つのテーマについてグループワークを行い、KJ法を活用しながら意見をまと

めました。最後に検討結果を各グループの代表者が行い、全体で考え方を共有しました。 
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■第３回 

 

開催日時 

 令和７年３月５日（水） 午後６時３０分～午後８時３０分 

 

会場 

 結城市役所４階 大会議室２、３ 

 

議題 

【グループワーク】 

テーマ：課題解決に向けた“提案”をまとめよう 

 

当日の記録 

 冒頭で前回の意見交換の結果について振り返りを行った後、当日のグループワークとし

て、前回議論した内容と、これまでの意見から拾い上げた追加の課題についての“解決の

ための提案”を企画書としてまとめていく作業を行いました。グループ毎に検討した結果

については発表し共有を行うとともに、株式会社 Liquitous 社の協力のもとで「グラフィ

ックレコーディング」の手法を用いた「視覚的な情報共有」を試みました。 

 今回で全３回の対面でのワークショップは終了となり、引き続き Liqlidを活用しながら

Web上で提案書の仕上げを行っていきます。 
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